























































































































































































①　Terdy, D. (1986).Ce現tent A?？a ESL: Social
Studies｡
②　Cruz, B. C. &Thornton, S. J. (2008)｡
Teaching Social Stμ誚圃応召'nglish£α砌Γμαｇｅ
£earners｡

























Content Based Instruction （ＣＢＩ : 内容重視の教授
法）という方法である。英語を第二言語として学



















































































































































(America's Ｅχｐａｎｄｉｎｇ Borders, King, et al 1986:
161-167)の記述をコード化し，学習対象を比較
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表２　Terdy (1986) とKing, et al. (1986) の社会認識内容のコード比較
Terdy (1986)から抽出されたコード King, etal.｡(1986)から抽出されたコード




リレイジアナ購入の背景 と意義 フ ラ ン ス の 情 勢 と
ル イ ジ ア ナ の 購 入
の関係 につ いて
・フラン ス＝ナ ポレ オン の北アメリカ 支配希望
・ルイジアナ支配権 のスペイ ンからの移動
・フラン スの北アメリカ支 配に対 する警戒
リレイジアナ購入 のためのフ ラン ス外交
・アメリカ のルイジアナ購入 の過 程
(記述なし) 合衆 国 の ル イ ジ ア
ナ 購 入の 影 響 に つ
いて
リレイジアナ購入 に際する憲法問題 の発 生
・ジェフ アー ソン による問題解決
・ルイジアナ地域の探検 の背景・過程・ 意義
・その他の探検
ルイ スと ク ラ ー ク
の探 検につ いて
・探検 の目的 と過程， 成功
・インディアン の協力
・フロリダの購入の背景 と意義 そ の他 の 領 土 拡 大
につ いて
(記述な Ｕ
・合衆国の領土拡大 と影響 領 土 拡 大 の影 響 に
ついて
リレイジアナ購 入の影 響
・国家分 離計 画の浮上 と失敗
・バリ の独 立計画推進 と失 敗，裁 判の過程





(Terdy, 1986: 44-51; King, et al., 1986: 161-167. より筆者作成)
したものが表２である。





⑤　King ぺX α/｡(1986) に比べ，記述量，知識量
は小さい。
⑥　 多文化的な記述 がなされる。 例えば, Terdy
(1986) が「‾ネイティブ・アメリカン」 と表現
さ れるのに対し, King,  et al.｡（1986 ）で は，
匚インディアン」 と表現される。
⑥　 多 文 化 的 な 内容 が 取 り 扱 わ れ る。 Terdy



























活 動 過 程
① 読解前活動
② 読 解
③ 語 莖 確 認
④ 内 容 確 認
⑤ 文 法










(Terdy, 1986: 44-51. より筆者作成)
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IV. Cruz ａ Thornton （2008 ）の分析
１．全体構成

















































































































の探検」(Lewis and Clark's exploration) である。








表４および表 ５からCruz  &  Thornton  (2008)
の学習対象の特質 は次のようにまとめられる。











表５　アメリカ史実践事例「ルイス・クラークの探検」(Cruz ａ Thornton 2008 ）学習過程
基本 的な 学習 過 程 学 習 過程 から 抽出 さ れる コー ド




























例） 「あなたがルイ スとクラークの探検をする としたら，どうい う
道を行きますか」
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